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はじめに 

本ドキュメントの⽬的 
本ドキュメントは、Parallels Remote Application Server (以降 RAS) の評価を⽬的に、初めて環境を構築されようとしてい
るお客様や、販売店のエンジニア様に、シンプルなシステム構成で構築を完了し、RAS のリモート アクセスをお試しいた
だき体験いただくことを⽬的としております。 

管理者ガイド (⽇本語) を、弊社 Web サイトに公開しておりますが、公開資料を補⾜する内容となっております。ぜひ、R
AS 製品のシンプルで、かつ操作性の良いリモート アクセスを評価いただければ幸いです。 

管理者ガイドを含むマニュアルの公開ページ 
https://www.parallels.com/jp/products/ras/resources/ 

制限事項 
本資料は、RAS Ver. 19.4 および Ver.20.2 を利⽤しております。 

また、本資料は、RAS 製品バージョンにともない、随時更新をする可能性がございます。評価の際は、ぜひ、インストー
ル メディアのバージョンを含め、本資料の最新バージョンをご使⽤されることを推奨いたします。 
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RAS バージョン 19 製品サポート終了について 
 

昨年 2024 年 10 ⽉ 30 ⽇に Parallels RAS バージョン 20 がリリースされました。コーレル社では、Parallels RAS 製品
の製品ライフサイクルが定義されており、新バージョン（メジャーリリース）リリースにともない、以前のバージョンに
ついて、製品サポート提供の終了時期が公開されています。安定的なシステム運⽤を継続いただくためにも、 
Parallels RAS 製品のバージョンアップをご検討いただければと存じます。 

公開情報︓ 

https://kb.parallels.com/123002 

製品 バージョン 製品リリース⽇付 EOM ⽇付 EOS ⽇付 

Remote Application Server 18（LTS） 2020 年 12 ⽉ 16 ⽇ 2023 年 6 ⽉ 16 ⽇ 2023 年 12 ⽉ 16 ⽇ 

Remote Application Server 19（LTS） 2022 年 6 ⽉ 28 ⽇ 2025 年 2 ⽉ 28 ⽇ 2025 年 6 ⽉ 28 ⽇ 

Remote Application Server 20（LTS） 2024 年 10 ⽉ 30 ⽇ 2027 年 3 ⽉ 30 ⽇ 2027 年 10 ⽉ 27 ⽇ 

⾔葉のご説明︓ 

EOM（End of Maintenance）＝製品メンテナンス終了（修正プログラムの提供が終了します） 

EOS（End of Support）＝製品サポート提供終了（コーレル社による製品サポート提供が終了します） 

LTS（Long Term Support）＝⻑期サポートバージョン（リリース後、基本的に 3 年間のサポートを保証します） 

 

前述しておりますように、まもなく、バージョン 19 のメーカー製品サポートが終了します。 

そのため、こちらのバージョン 19 をご使⽤のお客様、もしくは、それ以前のバージョンをご使⽤中のお客様へ、コーレル
よりのメーカーサポートをご提供について継続を可能にするために、バージョン 20 へのアップグレードを推奨いたします。 

本資料では、バージョンアップの⼿順について、その準備から、操作⽅法に関する⼿順を解説いたします。ぜひ、運⽤中
の RAS 環境のメンテナンスの参考としてください。 

Parallels RAS Application Server バージョンアップに関する情報は以下に、公開されております。 

Upgrading to Parallels Remote Application Server 20 

https://kb.parallels.com/jp/130240/ 
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注意ポイント：バージョンアップ作業の開始前 
 

3. 可能であれば、エンドユーザーのリモートセッションが存在しないタイミングでの実施を推奨いたしますので、ご検

討ください。もし、RAS 環境を使⽤したリモートアクセスのサービスを停⽌できない事情がある場合は、以下を注意

します。 

Ø RAS Secure Gateway コンポーネントのアップグレード中は、対象の Secure Gateway サーバーを経由してい

るトンネリングセッションは、強制終了します。 

Ø RDS サーバーや、VDI 仮想マシンへリモートセッションが残っている場合は、対象の RDS サーバーや、VDI 仮

想マシンは、バージョンアップができません。リモートセッションをログオフしてから作業してください。 

 

5. RAS への接続誘導の役割を担当するコンポーネントである、Secure Gateway や、コネクションブローカーを冗⻑

構成しているは、その冗⻑機能を利⽤して、対象の管理コンポーネントを⽚側ずつ順番にアップグレードすることに

より、サービス運⽤を⽌めずに、⽚側ずつのアップグレードが可能です。ですが、万が⼀の障害を想定して、可能な

かぎり、利⽤ユーザーが存在しない状態でのバージョンアップをお願いします。 

 

6. RAS バージョン 20 のインストール要件の確認をします。 RAS コネクションブローカーと RAS Secure Gateway の

OS要件は、Windows Server 2016からWindows Server 2025まで該当します。また、ドメインコントローラサ

ーバーや、DHCP サービスを実⾏しているサーバーにはインストールしないでください。 

 

7. 最新バージョンのすべての変更点と追加された機能を確認するには、以下のドキュメントをお読みください。2025

年 4 ⽉１⽇現在、バージョンは 20.2.0.1-25891 となります。 

   https://kb.parallels.com/en/130242 
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8. ハイパーバイザーを使⽤する場合、以下のいずれかの条件が必要です。 

• Microsoft Hyper-V（Windows Server 2016 から Windows Server 2022 まで） 

• Microsoft Hyper-V Failover Cluster（Windows Server 2016 から Windows Server 2022 まで） 

• VMware vCenter 6.5.0***、6.7.0***、7.x、8.0 

• VMware ESXi 6.5.0***、6.7.0***、7.x、8.0 

• SC//HyperCore 9.2, 9.4 

• Nutanix AHV (6.5 LTS, 6.10 LTS) 

• クラウドプロバイダー（Microsoft Azure、Amazon ウェブサービス（AWS）） 
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バージョンアップ作業の開始 
 

1. 所有されている Parallels RAS ライセンスに、有効なサブスクリプション（アップグレード）権利が付属している
か確認します。サブスクリプション権利が無い場合、バージョンアップできません。 

https://www.parallels.com/jp/products/ras/buy/ 

 

2. RAS コンソールから、以下の操作を⾏い、状態を確認します。 

• RAS ライセンスサーバー表⽰に切り替えて、現在のインストールでアクティブ化されたライセンスキーをコピー

して保存します。 

• ヘルプに切り替え、次に現在利⽤中のバージョン情報を確認します。 
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3. RAS コンソールから、現在の運⽤環境の定義情報である「構成ファイル」をエクスポートします。エクスポートした
定義ファイルは、インストール環境とは別の場所に保存しバックアップします。 

*.dat2 形式のファイルとして出⼒されます。 

 

4. あらためて、アップグレード作業を開始する前に確認するべき事項があります。 

• すべてのコンポーネントのアップグレード作業は、ユーザーのリモートセッションが存在しない時間（アクティ

ブで無い時間）にて作業することを強く推奨します。 
• 「Parallels RAS Reporting」機能を使⽤している場合は、メジャーバージョン間（例 Ver.18と 19 や、Ver19

と 20）で、「Reporting Service」の互換性はありません。SQL Server を含めて、新規構築が必要となります。 

• HALB コンポーネントは、Parallels RAS の新しいバージョンと旧バージョンの間で互換性がないので、新バー
ジョンでの新規構築が必要となります。 
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5. アップグレード作業の流れを以下の図に⽰します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① RAS管理コンソールより、現在、Parallels 製品サイトにバージョンアップが公開されているか
確認します。 

② RAS 管理コンソールから運⽤中システムの設定構成ファイルをエクスポートし、ファイルを 
保存します。 

③ 最新バージョンの RAS インストールプログラムを、Parallels My Account サイトにログインし
てダウンロードします。 

④ プライマリ RAS コネクションブローカーサーバーに対して、RAS バージョン 20 インストール
を実⾏してアップグレードを実⾏します。 

⑤ 冗⻑構成を構成している場合、セカンダリコネクションブローカー、3 台⽬のコネクションブ
ローカーを使⽤している場合は、それも順番にアップグレードインストールします。 

⑥ RAS Secure Gateway サーバーのバージョンアップインストールを実⾏します。 

⑦ HALB を構成している場合は、最新バージョンのファイルをダウンロードして、運⽤中の環境
に構成します。 

⑧ リモートアクセス先の環境の各マシン環境のエージェントに対してバージョンアップ作業を実
施します（RDSH, VDI マシン, RemotePC（物理）マシン））。 

⑨ RAS 管理コンソールにて、各管理コンポーネントの状態を確認します。さらに、接続元のデバ
イスから、リモート環境へ接続して動作を確認します。 
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6. 管理コンソールより、現在、Parallels 製品サイトにバージョンアップが公開されているか確認します。 

Parallels RAS コンソール > 管理 > 設定 > すぐにチェック > 更新  に進みます 

 

上記の⽅法以外に、システム管理者⾃⾝が、Parallels RAS My Accountページより、最新のインストールバージョンをダ

ウンロードし、インストール先のコネクションブローカーへ格納することでも、バージョンアップ作業を開始できます。 

 

管理コンソールより、「管理」表⽰に切り替え、 

「設定」タブを選択して表⽰を切り替え 

「すぐにチェック」ボタンをクリック 

バージョンアッププログラムのダウンロードを 
促すポップアップが出⼒されます 
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7. RAS バージョン 20 インストーラーをダウンロードし、プライマリ接続ブローカーでインストールを実⾏します。こ

れにより、プライマリ接続ブローカーがアップグレードされます。 インストールを正常に完了するには、再起動が

必要となります。 
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8. プライマリコネクションブローカーのバージョンアップインストール後、RAS管理コンソール上を確認すると、正し

くインストールされていれば、状態が「OK」となります。 

Parallels RAS コンソール > ファーム > Connection Brokers（コネクションブローカー）> 更新ボタン 

コネクションブローカーの冗⻑構成を組んでいる場合は、セカンダリコネクションブローカーおよび、3 台⽬のコネ

クションブローカーブローカー（使⽤している場合）と、プライマリコネクションブローカーと、バージョンの差分

がある状態となります。RAS管理コンソール上、では、それぞれのブローカーサーバーの状態が、「アップデートが

必要です」の表⽰となります。 

 

9. セカンダリコネクションブローカーおよび 3台⽬のコネクションブローカーブローカー（使⽤している場合）のバー

ジョンアップは、RAS管理コンソールからの操作で実⾏できます。 

RAS管理コンソールより、コネクションブローカー表⽰に切り替え、アップグレード対象のサーバーを選択し、右ク

リックメニューを表⽰します。リストから、[すべての Agent をアップグレード]を選択します。 
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10. アップグレードするコネクションブローカーサーバーを選択します。 

 

11. バージョンアップするコネクションブローカーサーバーへ、バックエンド処理にて、マスターコネクションブローカ

ーからインストーラがコピーされ、インストールが実⾏されます。バージョンアップが終了しましたら、[完了]ボタ

ンをクリックします。 
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12. 残りのコネクションブローカーサーバーのバージョンアップを実施します。 

 

13. すべてのコネクションブローカーサーバーの状態が、[OK]となることを確認します。 
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14. つづいて、RAS管理コンソールを使⽤して、Secure Gateway コンポーネントのバージョンアップを実施します。 

Parallels RAS コンソール > ファーム > Secure Gateway を選択 > 右側に出⼒された構成済みの Secure Gate

way をリストから選択し、右クリックします 

  右クリックし、メニューリストから「トラブルシューティング」―「状態の確認」を選択します。 

 

15. コネクションブローカーサーバーと、バージョンの差分がある場合、状態が「確認されていません」になっています。 

状態の確認から、[インストール]ボタンをクリックします。 
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16. プライマリーコネクションブローカーサーバーから、バージョン 20 のインストーラーがコピーされ、インストール

が開始されます。インストールが完了したらば、「完了」ボタンをクリックします。 
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17. バージョンアップが完了した Secure Gateway サーバーは、状態が「OK」になります。RAS管理コンソールから、

[適⽤]操作を⼊⼒します。 

 

 

18. 続いて、複数台の Secure Gateway サーバーで冗⻑構成を構成している場合は、残りの Secure Gateway サーバー

をバージョンアップします。 

19. さらに続いて、バージョン 20 の HALBマシンを新しく構成します。構成後、RAS管理コンソールから、正常に動作

していることを確認します。 

Parallels RAS コンソール > ファーム > HALB を選択 > 右側に出⼒された構成済みの HALB マシンのリストを確

認します。 
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20. 次に RAS管理コンソールから、ログインユーザーの接続先環境である RD セッションホスト、VDI マシン、リモー

ト PCマシンをバージョンアップします。 

Parallels RAS コンソール > ファーム > 対象のアクセス環境を選択します（例︓RD セッションホスト） 

> マシンリストから対象を選択し、右クリックします。 

バージョン 20 へアップグレードしたコネクションブローカーとバージョン差異がある場合、「アップデートが必要

です」と表⽰されています。管理コンソールからの操作によって、対象マシンのエージェントをアップグレードする

ことができます。 

 

21. アップデート対象のホストマシンを選択して、右クリックし表⽰されたリストから「トラブルシューティング」―

「エージェントの確認」を選択します。 
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22. 出⼒されたポップアップウインドウから、アップデートインストールボタンをクリックします。 

 

23. バージョン 20 のエージェントが⾃動インストールされます。完了ボタンをクリックします。 

 

 



はじめに 

21 

24. アップグレードが完了すると、RAS管理コンソール上の RDSホストマシン（またはリモート接続先として定義され

ている VDI マシン、リモート PCマシン）の状態が、「OK」に変更されます。 

 

25. 対象の接続先マシン環境のアップデートが完了したのち、接続デバイスからのリモート接続が正しく処理されること

を確認します。 

 

 


